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て
い
た
種
類
で
、
最
も
大
量
に
全
国
的
に

広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

か
ら
埴
輪
の
編
年
研
究
が
進
み
、
古
墳
の

年
代
を
決
定
す
る
標
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。

埴
輪
の
編
年
で
は
、
主
に
胎
土
・
成
形
・

調
整
・
突
帯
（
と
っ
た
い
）・
ス
カ
シ
孔
・

焼
成
な
ど
の
特
徴
か
ら
作
ら
れ
た
時
代
を

推
測
し
ま
す
。［
二
頁
図
参
照
］

■
円
筒
埴
輪
片
の
発
見　

三
十
一
年
ぶ
り

の
出
土
と
な
っ
た
の
は
、
東
伊
興
三
丁
目

地
点
で
の
試
掘
調
査
で
出
土
し
た
、
た
く

さ
ん
の
円
筒
埴
輪
片
で
す
。

　

こ
の
埴
輪
片
は
、
低
地
帯
に
あ
る
土
坑

の
上
層
部
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。
古
墳
は
、

　

足
立
区
で
は
古
墳
時
代
の
遺
跡
が
多
く

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
足
立
区
内
で
の
調

査
の
際
に
出
土
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
土

器
類
や
石
製
品
な
ど
で
す
。

　

令
和
四
年
十
月
に
、
三
十
一
年
ぶ
り
に

古
墳
に
付
随
す
る
と
み
ら
れ
る
埴
輪
片
が

ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。
出
土
し
た

埴
輪
片
は
ほ
と
ん
ど
が
接
合
で
き
、
円
筒

埴
輪
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
円
筒
埴
輪
に
つ
い
て
の
考
察
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

■
円
筒
埴
輪
と
は　

円
筒
埴
輪
と
は
、
筒
の

よ
う
な
形
を
し
た
埴
輪
で
す
。
古
墳
の
ま
わ

り
な
ど
に
た
く
さ
ん
列
に
な
る
よ
う
に
並

べ
ら
れ
、
土
留
め
・
装
飾
・

柵
な
ど
の
役
割
を
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

起
源
は
弥
生
時
代
後
期

に
吉
備
地
方
（
現
在
の
岡

山
県
を
中
心
と
す
る
地

域
）
で
発
達
し
た
、
葬
送

儀
礼
用
の
特
殊
器
台
・
特

殊
壺
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
世
紀
半
ば
過
ぎ
に
最
初

の
前
方
後
円
墳
と
い
わ
れ

る
箸
墓
古
墳
の
葬
送
儀
礼

で
も
使
わ
れ
た
「
宮
山
型

特
殊
器
台
・
特
殊
壺
」
を

経
て
、
最
古
の
円
筒
埴
輪

型
式
で
あ
る
「
都
月
型
円

筒
埴
輪
」
が
出
現
し
ま
す
。

　

円
筒
埴
輪
は
、
埴
輪
の

中
で
も
古
く
か
ら
作
ら
れ
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掘
調
査
・
本
調
査
で

す
。
白
旗
塚
古
墳
東

側
で
埴
輪
片
が
多

数
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
と
ん 

ど
が
円
筒
埴
輪
片

で
す
。
埴
輪
片
は
溝

状
の
遺
構
か
ら
の

出
土
で
す
が
、
そ
の

溝
は
古
墳
の
周
溝

で
は
な
く
、
平
安
時

代
以
降
の
溝
跡
の

可
能
性
が
高
く
、
こ

の
埴
輪
片
も
他
の

地
点
か
ら
の
流
れ

込
み
と
考
え
ら
れ
、

白
旗
塚
古
墳
群
の

ど
の
古
墳
に
付
随
す
る
埴
輪
か
は
不
明
で

す
。
出
土
し
た
埴
輪
片
は
、
突
帯
の
形
状

な
ど
か
ら
同
じ
く
古
墳
時
代
後
期
に
あ
た

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
に
は
、
摺
鉢
塚
古
墳

に
付
随
す
る
と
伝
わ
る
人
物
や
馬
を
か
た

ど
っ
た
形
象
埴
輪
・
円
筒
埴
輪
の
出
土
実

績
が
あ
り
ま
す
。

　

白
旗
塚
古
墳
群
地
域
は
、
出
土
遺
物
が

ど
の
古
墳
に
付
随
す
る
遺
物
か
分
か
り
に

く
い
反
面
、
豊
富
な
出
土
物
が
あ
り
、
ま

だ
多
く
の
可
能
性
が
あ
る
地
域
で
す
。

　

今
回
出
土
し
た
埴
輪
は
、
伊
興
遺
跡
公

園
展
示
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

  （
伊
興
遺
跡
発
掘
調
査
員
）

ふ
ど
き
）
に
よ
る
と
、
伊
興
一
帯
に
は
擂

鉢
塚
・
甲
塚
・
聖
塚
（
ひ
じ
り
づ
か
）・
船

山
塚
な
ど
の
古
墳
が
記
さ
れ
て
お
り
、
古

墳
群
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

ま
た
「
日
光
道
中
分
間
延
絵
図
（
に
っ

こ
う
ど
う
ち
ゅ
う
ぶ
ん
け
ん
の
べ
え
ず
）」

で
は
、
伊
興
地
区
に
古
墳
を
含
む
８
基
の

塚
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
域
開
発
の
た

め
削
平
さ
れ
、
現
存
す
る
の
は
白
旗
塚
古

墳
の
み
で
す
。（
※
漢
字
表
記
は
資
料
に
基

づ
き
ま
し
た
。）

■
こ
れ
ま
で
白
旗
塚
古
墳
群
で
発
見
さ
れ

た
埴
輪　

円
筒
埴
輪
が
出
土
し
た
の
は
、

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
行
わ
れ
た
試

す
。〔
前
頁
・
白
旗
塚
古
墳
群
包
蔵
地
範
囲

参
照
〕

　

今
回
出
土
の
円
筒
埴
輪
は
、
ハ
ケ
目
は
目

の
細
か
い
も
の
と
粗
い
も
の
が
あ
り
、
２
次

調
整
は
な
く
、
ス
カ
シ
孔
は
丸
型
、
突
帯
の

形
状
は
台
形
に
近
く
低
い
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
古
墳
時

代
後
期
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
白
旗
塚
古
墳
群　

白
旗
塚
古
墳
群
は
、
伊

興
・
谷
下
・
狭
間
遺
跡
の
東
側
に
隣
接
し
、

標
高
お
よ
そ
２
～
２
．
２
５
ｍ
付
近
の
低
平

な
自
然
堤
防
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
甲
塚
（
か
ぶ
と
づ
か
）・
摺
鉢
塚
・

白
旗
塚
な
ど
の
古
墳
群
が
存
在
し
た
と
さ

れ
る
地
区
の
総
称
で
、
足
立
区
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
新
編
武
蔵
風
土
記
（
し
ん
ぺ
ん
む
さ
し

地
山
が
黄
褐
色
シ
ル
ト
層
で
あ
る
微
高
地

上
に
営
ま
れ
る
の
で
す
が
、
こ
の
埴
輪
片

は
地
山
が
青
灰
色
シ
ル
ト
層
で
あ
る
低
地

帯
か
ら
で
あ
り
、
近
く
に
古
墳
の
墳
丘
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
埴
輪
片
は
土
坑
の

上
層
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
為
的
に
埋
め
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、

土
坑
が
埋
ま
っ
て
い
く
過
程
で
の
埴
輪
の

流
入
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
そ
の

場
所
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

微
高
地
上
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
可
能
性

が
高
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
埴
輪
片
は
、
白
旗
塚
古
墳
群
の
ど

の
古
墳
に
付
随
す
る
も
の
か
は
不
明
で
す

が
、摺
鉢
塚
古
墳
（
す
り
ば
ち
づ
か
こ
ふ
ん
）

の
あ
っ
た
場
所
に
比
較
的
近
い
の
で
、
摺

鉢
塚
古
墳
に
付
随
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

（２）

円筒埴輪と古墳時代の年代標識
摺鉢塚古墳に附随する円筒埴輪に加筆

〇印。８基の古墳が描かれ５基に名前が記されている。
　　　　日光道中分間延絵図（1806年）一部に加筆
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運
堂
の
板
行
）
に「
惣
頭
取
」
と
し
て
大
書

し
て
掲
載
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
こ
と

が
判
り
ま
す
。（
次
頁
掲
載
）

　

※
拙
稿「
千
住
掃
部
宿
の
名
薬　

畳
屋
太 

　
　

右
衛
門
薬
」（
本
誌
六
〇
三
号
、
二
〇 

　
　

一
八
年
）

２ 

若
田
太
右
衛
門
家
の
文
化

■
千
住
酒
合
戦　
畳
屋
太
右
衛
門
薬
と
し

て
取
引
が
始
ま
っ
て
い
た
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）、
千
住
で
江
戸
琳
派
の
酒
井

抱
一
や
谷
派
の
谷
文
晁
ら
が
参
加
し
た
大

催
事
、
千
住
酒
合
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
年
版
行
さ
れ
た
酒
合
戦
の
番
付
に
は

西
ノ
方
の
前
頭
と
し
て「
千
住　

畳
太
」
と

い
う
名
前
で
登
場
し
ま
す
。
酒
量
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
同
時
期
に

接
骨
や
湿
布
薬
の「
黒
膏
」
の
製
造
元
と
し

て
名
を
は
せ
て
居
た
名
倉
家
と
思
し
い「
名

倉
大
」
も
登
場
し
て
お
り
、
出
資
者
と
し

て
の
掲
載
で
は
な
い
か
と
捉
え
て
い
ま
す
。

■
工
芸
品
の
制
作　
若
田
家
は
千
住
と
江

戸
の
大
催
事
だ
っ
た
酒
合
戦
だ
け
で
な

く
、
千
住
掃
部
宿
の
祭
礼
で
も
重
役
と
し

て
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
も
千

住
仲
町
の
氷
川
神
社
で
登
場
す
る
天
保
四

（
一
八
三
三
）
年
制
作
の「
四
神
鉾
」
が
あ

り
ま
す
が
、
調
製
の
世
話
人
と
し
て「
畳
屋

太
右
衛
門
」
が
登
場
し
ま
す
。
四
神
鉾
は

江
戸
の
職
人
た
ち
に
発
注
し
た
よ
う
で
、

剣
鉾
部
分
に
は「
細
工
人　

附
木
町
錺
屋
鉄

五
良
」
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
若
田
家
か
ら
郷
土
博
物
館
に
寄
贈

太
右
衛
門
薬
と
い
い
、
の
ち
畳
屋
薬
と
変

遷
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
江
戸
東
京
の
伝
統
薬　
評
判
と
な
っ
た

と
思
し
く
畳
屋
薬
の
取
次
先（
販
売
先
）
が

次
の
よ
う
に
史
料
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
江

戸
時
代
は
若
田
家
文
書
か
ら
、
明
治
時
代

は
宣
伝
チ
ラ
シ
の
木
版（
い
ず
れ
も
若
田
家

蔵
）
か
ら
記
述
し
て
い
ま
す
。

　
①
江
戸
時
代（
文
化
～
天
保
期
）
の
取
次
先

（
　
）
内
は
現
在
地

本
町（
中
央
区
日
本
橋
本
町
）・
儀
兵
衛

神
田
鍋
町（
千
代
田
区
神
田
鍛
冶
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

・
伊
勢
屋
半
兵
衛

源
助
町（
港
区
東
新
橋
）・
喜
右
衛
門

麹
町（
千
代
田
区
麹
町
）・
茂
右
衛
門

麹
町（
千
代
田
区
麹
町
）・
黒
田
屋
安
兵
衛

渋
谷
宮
益
町（
渋
谷
区
渋
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
橋
和
屋
清
次
郎

武
州
川
越（
埼
玉
県
川
越
市
）・
麻
屋
定
七

②
明
治
時
代
の
取
次
先

深
川
不
動
境
内　
　

栗
餅
屋
・
山
崎
辰
五
郎

下
谷
三
橋
電
車
停
留
場
前　

堀
江
薬
店

浅
草
仲
見
世
西
側　

金
物
商
・
飯
田
商
店

赤
坂
渋
谷
宮
益
町　

酒
商
・
橋
和
屋
清
次
郎

牛
込
句
納
戸
町　
　

菅
沼
薬
局

芝
田
町
四
丁
目　

足
袋
商
・
宮
澤
善
蔵

と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
ど
れ
ほ
ど
の

評
判
だ
っ
た
の
か
で
す
が
、
江
戸
東
京

の
伝
統
薬
の
番
付
で
あ
る
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）「
東
京
高
銘　

妙
薬
一
覧
」（
開

甘
草
、
蕨
粉
で
、

粉
薬
を
薬
包
紙

に
一
回
分
ご
と
に

分
け
て
提
供
さ
れ

ま
し
た
。
鉄
さ
び

色
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
効
能
は
黄
疸
、

喘
息
、
眩
暈
、
動
悸
な
ど
で
し
た
。
戦
後

は
錠
剤
と
な
り
、
名
前
も「
タ
タ
ミ
ヤ
Ｓ
」

と
カ
タ
カ
ナ
化
し
て
、
明
治
薬
品
の
販
売

網
に
の
っ
て
全
国
に
広
が
り
ま
し
た
。

■「
畳
屋
薬
」
と
い
う
名
前　
商
号
は「
畳

屋
薬
」（
た
た
み
や
ぐ
す
り
）
で
す
。
こ

の
名
前
の
由
来
で
す
が
、
旅
に
疲
れ
た
羽

黒
山
の
修
験
僧
に
一
夜
の
宿
を
貸
し
て
、

親
身
に
世
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
貧
血
気
味

で
肝
臓
を
患
っ
て
い
た
当
主
の
太
右
衛
門

に
薬
の
処
方
を
書
い
た
巻
物
を
置
い
て
旅

立
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
畳
屋
薬
と
い
う
名
前
に
な
っ

た
そ
う
で
す
が
、
江
戸
時
代
に
は
他
に
も

京
都
の「
俵
屋
薬
」（
風
邪
薬
）、
江
戸
中
橋

の「
薪
屋
薬
」（
婦
人
薬
の
実
母
散
の
こ
と
）、

江
戸
日
本
橋
小
網
町
の「
釜
屋
艾
」（
お
灸
）

な
ど
屋
号
を
冠
し
た
薬
が
知
ら
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
商
家
が
薬
を
調
合
す
る
技
術
を

学
び
評
判
と
な
り
頒
布
し
て
い
っ
た
発
生

過
程
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
若
田
家
が
保
存
す
る
古
文
書

が
参
考
に
な
り
ま
す
。
文
化
八（
一
八
一
一
）

年
の
取
次
先
か
ら
の
証
文
で
は「
畳
屋
太

右
衛
門
薬
」
と
あ
り
、
そ
の
後
、
文
政
十

（
一
八
二
七
）
年
に「
畳
屋
薬
」
と
な
っ
て

い
て
、
文
化
以
前
は
フ
ル
ネ
ー
ム
の
畳
屋

　

千
住
の
琳
派
こ
と
村
越
其
栄
や
向
栄
の

作
品
を
数
多
く
伝
来
し
て
い
る
の
が
、
千

住
仲
町
の
旧
家
、
若
田
太
右
衛
門
家
で
す
。

『
千
住
の
琳
派
』
や『
琳
派
の
花
園　

足
立
』

に
多
く
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
若
田
家
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

１ 

伝
統
薬
・
畳
屋
薬
の
発
展

■
畳
屋
薬　
千
住
掃
部
宿（
現
、
千
住
仲
町
）

で
江
戸
時
代
か
ら
千
住
の
薬
問
屋
と
し
て

全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
畳
屋
薬
に
つ
い
て
で
す
が
一
般
に

「
黄
疸
薬
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
黄

疸
は
肝
臓
や
胆
の
う
が
病
気
に
な
り
、
皮

膚
や
目
が
黄
色
く
な
る
病
で
す
。
ほ
か
に

も
胃
腸
な
ど
腹
部
の
痛
み
全
般
に
効
く
薬

と
評
判
で
、
北
陸
の
金
沢
で
は「
江
戸
の
薬
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。（『
尾
山
の

く
す
り
大
将
』
第
五
五
号
、
中
屋
彦
十
郎

薬
局〈
金
沢
市
長
坂
〉、
二
〇
〇
三
年
）。

　

若
田
家
の
畳
屋
薬
の
歴
史
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
鈴
木
昶『
日
本
の
伝
承
薬
』

（
薬
事
日
報
社
、
二
〇
〇
五
年
）
が
若
田
家

十
七
代
目
の
正
治
氏（
一
九
一
五
～
九
五
）

に
取
材
し
た
記
事
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

薬
の
成
分
は
大
正
三（
一
九
一
四
）
年
の

売
薬
免
許
申
請
に
よ
る
と
鉄
粉
、
牡
蠣
、

（３）

文
化
遺
産
を
伝
え
る
史
跡
⑤

文
化
遺
産
を
伝
え
る
史
跡
⑤

    
畳
屋
薬
・
若
田
太
右
衛
門

畳
屋
薬
・
若
田
太
右
衛
門
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畳
屋
薬
と
い
う
江
戸
東
京
の
伝
統
薬
の

系
譜
は
、
同
じ
千
住
宿
内
の
名
倉
家
の
黒

膏
等
と
同
じ
く
、
当
時
の
人
々
の
社
会
を

支
え
る
力
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
繁
栄
と

と
も
に
町
の
文
化
、
さ
ら
に
は
多
方
面
か

ら
注
目
さ
れ
る
文
化
史
を
伝
え
ま
し
た
。

　

若
田
昇
一
さ
ん
ご
夫
妻
と
は
、
約
十
八

年
前
か
ら
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
史
料
を
介
し
た
お
話
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
有
形
無

形
の
情
報
が
あ
る
こ
と
が
文
化
遺
産
調
査

の
史
跡
た
る
所
以
で
す
。『
千
住
の
琳
派
』

『
大
千
住
―
町
の
繁
栄
と
祝
祭
』『
琳
派
の

花
園　

あ
だ
ち
』
な
ど
博
物
館
の
図
録
も

併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　
（
学
芸
員
・
文
化
遺
産
調
査
担
当
係
長
）

七
二
本
の
掛
軸
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
も
若
田
家
で
は
季
節
に
合
わ
せ
た
床

の
間
飾
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
、
十
二
か
月
の
床
の
間
飾
り
の
様
子
が

美
術
雑
誌
の『
國
華
』
一
五
三
一
号
で
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た（
荻
原
ち
と
せ「
地
域
の

生
活
と
美
術
作
品
」
参
照
。
二
〇
二
三
年

五
月
）。

　

同
誌
の
掲
載
記
事
に
よ
る
と
、
一
つ
の

床
の
間
で
月
に
二
回
か
ら
三
回
掛
け
軸
な

ど
を
飾
り
替
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
暮
ら
し
の
飾
り
を
制
作
し
て

い
た
の
が
千
住
の
琳
派
絵
師
、
村
越
其
栄

と
向
栄
で
、
と
く
に
向
栄
の
代
に
な
る
と
、

病
気
見
舞
い
や
葬
式
な
ど
、
普
段
付
き
合

い
を
し
い
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す（
拙
稿

「
商
家
と
書
家
・
絵
師
の
お
付
き
合
い
」、
本

誌
六
〇
六
号
）。
向

栄
の
住
ま
い
は
千
住

仲
町
の
氷
川
神
社
ち

か
く
で
若
田
家
と
の

距
離
は
二
五
〇
～

三
〇
〇
ｍ
、
徒
歩
五

分
程
度
の
ご
近
所
で

し
た
。

　

こ
う
し
た
暮
ら
し

が
あ
る
薬
問
屋
の
姿

を
考
え
る
と
地
域
美

術
史
や
民
俗
学
に
学

び
な
が
ら
、
美
術
品

も
祭
礼
の
工
芸
品
も

歴
史
の「
史
料
」
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

い
ら
れ
た
も

の
で
、
若
田

家
抱
え
の
鳶

頭
、
太
田
屋

（
川
名
家
）

が
若
田
家
当

主
に
大
山
参

り
で
持
参
し

て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

祭
礼
に
ま

つ
わ
る
工
芸

品
へ
の
造
詣

に
加
え
て
、

同
家
で
は
日

常
の
暮
ら
し

の
中
で
季
節

の
美
を
取
り

込
ん
で
い
ま

し
た
。

■
床
の
間
を

飾
る　
江
戸

か
ら
戦
前
の

若
田
家
の
屋

敷
に
は
六
条

座
敷
、
八
畳

座
敷
、
茶
座

敷
の
三
か
所

に
床
の
間
が
あ
り
ま
し
た（
拙
稿「
千
住
掃

部
宿　

畳
屋
太
右
衛
門
家
の
屋
敷
図
」、
本

誌
六
〇
四
号
）。

　

一
つ
の
床
の
間
飾
り
を
日
本
の
季
節
、

例
え
ば
二
十
四
節
気
に
あ
わ
せ
る
と
最
低

さ
れ
た「
掃
部
宿
小
型
厨
子
」
も
見
事
な

細
工
が
施
さ
れ
白
木
が
中
心
と
い
う
江
戸
、

東
国
ら
し
い
設
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
型
厨
子
は
、
十
九
代
目
の
若
田

昇
一
氏
に
よ
る
と
掃
部
宿
の
大
山
講
で
用

昭和17（1942）年　畳屋薬の店先（若田家蔵）

（４）

明治11年（1878）「東京高銘　妙薬一覧」　下段右側に「畳屋太右衛門」の名が見える。


